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3構成員⼀覧
＜構成員＞（１９名）
相⽥ 仁 東京⼤学⼤学院 ⼯学系研究科 教授
秋⼭ 美紀 慶応義塾⼤学 環境情報学部 教授
稲⽥ 修⼀ ⼀般社団法⼈ 情報通信技術委員会 事務局⻑
岩浪 剛太 株式会社インフォシティ 代表取締役
内⽥ 義昭 ＫＤＤＩ株式会社 代表取締役執⾏役員副社⻑ 技術統括本部⻑
江村 克⼰ ⽇本電気株式会社 取締役 執⾏役員常務 兼 CTO
⾨脇 直⼈ 国⽴研究開発法⼈ 情報通信研究機構 理事
上地 克明 神奈川県横須賀市⻑
川添 雄彦 ⽇本電信電話株式会社 取締役 研究企画部⾨⻑
島⽥ 啓⼀郎 ソニー株式会社 執⾏役員
須永 順⼦ クアルコムジャパン合同会社 代表社⻑
⼾川 望 早稲⽥⼤学 理⼯学術院 教授
中尾 彰宏 東京⼤学⼤学院 情報学環・学際情報学府 教授
中須賀 真⼀ 東京⼤学⼤学院 ⼯学系研究科 教授
根本 ⾹絵 国⽴情報学研究所 情報学プリンシプル研究系 教授・量⼦情報国際研究センター⻑
⻑⾕川 博和 早稲⽥⼤学⼤学院ビジネススクール 教授
藤原 洋 株式会社ブロードバンドタワー 代表取締役会⻑ 兼 社⻑CEO
牧園 啓市 ソフトバンク株式会社 常務執⾏役員 兼 CIO ﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾕﾆｯﾄ IT&ﾈｯﾄﾜｰｸ統括 統括担当
真野 浩 エブリセンスジャパン株式会社 代表取締役最⾼技術責任者
＜オブザーバー＞（１名）
新⽥ 隆夫 内閣府 政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付 参事官（課題実施担当）

主査

主査代理

＜参考＞

※3月末現在



4⽬次
1. 背景
（１）我が国・世界の課題 （２）デジタル変⾰による課題解決
（３）技術戦略ＷＧにおける検討

2. デジタル変⾰時代におけるICTの社会実装と深化
（１）2030年代の将来イメージ
（２）将来イメージの実現に向けたSociety5.0のキーテクノロジー
（３）Society5.0を⽀えるキーテクノロジーのロードマップ

（３）国として検討すべき取組
① ユーザーニーズを吸い上げる技術開発プログラムの創設
② イノベーション創出に向けた⽀援
③ 戦略的な標準化の推進
④ 社会受容性の促進に向けた環境整備
⑤ ＩＣＴ⼈材の育成

５．キーテクノロジーの深化（研究開発）における課
題と対応
（１）キーテクノロジーの深化に関する現状と課題

① 基礎・基盤的な研究⼒の衰退
② 研究開発のオープン化の必要性
③ 研究開発のグローバル化の必要性
④ 研究開発環境の重要性
⑤ 研究開発⼈材の不⾜

（２）取組みの⽅向性
① 中⻑期的研究開発の推進
② 研究開発のオープン化・連携の推進
③ 海外との連携の推進
④ 研究開発環境の整備
⑤ 研究開発⼈材の育成

（３）国として検討すべき取組
① 中⻑期的研究開発の実施
② 研究開発のオープン化・連携の強化
③ 海外との連携強化
④ 研究開発環境の整備の推進
⑤ 研究開発⼈材の育成の促進

６．具体的なプロジェクト

４．キーテクノロジーの社会実装における課題と対応
（１）キーテクノロジーの社会実装に関する現状と課題

① イノベーション創出⽅法の変化・技術普及の加速
② ソフトウェア化の進展
③ ＩＣＴ提供企業・利⽤企業等の課題
④ イノベーションにおけるベンチャー企業の役割
⑤ グローバル市場への対応
⑥ システム全体、社会全体の設計の必要性

（２）取組みの⽅向性

②アジャイルによる開発アプローチ

④ＩＣＴベンチャー企業への⽀援
⑤グローバルビジネスのための国際標準化の推進

①デザイン思考の活⽤

③トップダウンによるイノベーション

⑥社会受容性の向上
⑦ＩＣＴ⼈材の育成

３．ICTの社会実装と深化に関する基本的な考え⽅
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